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大学博物館のイメージ

同物館行きとか防物館的という言集に一般に代表されて

きた博物館のï~ ~ 、イメージは、近年ずいぶん追ったものに

なってきているようである。それは多くは、当の博物館で

働く人たちの活動、地道な研究やI断新な企画、展示などの

絶えざる努力によってもたらされてきたものであるし、ま

た、近年の文化的、科学的な知識に対する一般の期待の階

大といった時代的な背買によっている所も大きいだろう。

同様のことは、大学博物館についてもいえる。いやむしろ

大学問物館、特に多くの同立大学における大学博物館は、

ほとんど無の状態から出発して、この 10年ほどの聞に、

多僚に発展し、そのイメージを形成しつつある。もちろん、

はるかに背から独自の博物館を持ち、先進的な取り組みを

進めてこられた大学があることは承知している。しかし、

この 10年ほどの聞に新設、拡充された大学博物館が数多

いことを考えれば、従来の博物館に対するイメージが、大

学内でも急速に変化しつつあると考えてもおかしくはない。

大学内には九州大学を例にとっても、数 卜年にわたる博物

館設立要求という準備期間があった。それでも博物館に対

するイメージが、従来の一般のイメージを変えつつあるの

は、実|療に博物館ができ、それが活動を始めてからのこと

で、はなかっただろうか。

大学は研究 ・教育の場であるとともに、社会への主体的

な貢献が求められる。大学では社会的に有用な最先端の研

究が行われているし、同時に、直に社会に選元することの

できないような基礎的な研究も進行している。これらの研

究成果や研究のプロセスを、日に見える形で大学外に情報

として発信することは、大学の研究の社会への還元という

点で大きな意味を持つし、それを行うには、大学博物館は

非常に有効な施設である。もちろん陣物館が、学内の様々

な情報、資料について正確に、系統的に把握 ・管理してい

ることは欠かせない条件である。

九州大学総合研究博物館は、展示のための独自の建物を

持たない博物館として発足し、すでに6年が経過した。こ
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の|旬、展示場を持たないというハン

ディを、サテライト展示、 11¥張展示、

公開講座等の仕掛けで、むしろプラ

スの方向へ向けてきたように思える。

もちろんそれは問物館員の非常な努力とともに、大学当)，J

の支援、そして地方自治体等関係者との協力があってのこ

とではある。このような形の多機な情報発信方法は、今後

も縦続し、発展させなければならない。それでもやはり、

博物館に独自の展示場は欠かせない。大学博物館に行けば、

その大学の研究・教育活動、研究成果や研究状況、歴史を

l立接見ることができるというのは、大きな魅力である。新

しいキャンパスにふさわしい、広い展示場をもっ博物館は、

私たちの大きな期待である。

また、一般にあまり認識も許制liもされてはし、ないように忠わ

れるが、博物館に欠かせないものは、収蔵スペースである。

大学内のさまざまな研究成果、その成果を生み出す元となっ

た機器や資料、標本などは、大学のみならず社会の貴重な財

産である。 この I~I には、研究発表後、永久に保存されるよう義

務づけられた標本や、今後も引き続いて研究に使われるべき

ものが含まれている。このような資料を大学内で一括管理し、

常に利用にたえるような状態で保管することは、博物館のもう

一つの重要な任務であるし、これが大学からの情報発信の

資源となることはし、うまでもない。

博物館では研究は不可欠で、ある。博物館事業の研究はも

ちろん、館員自身の市ー発な研究は博物館の存在を活性化さ

せるし、大学博物館の特色を際立たせる所となる。それは

大学全体にとって是非必要なことである。

大学全体に対する研究 ・教育、成果の公開そして資料や

情報の保管・管理など、大学博物館の主要な任務は、大学

向体のそれと相似である。大学博物館が大学を代表する存

在として認識されるべきだと考える所以である。



ハイビスカスの危機! 小島弘昭

ハイビスカスは南同沖制を代表する花の一つである(写

真 1)0 もともとirJ1制に1'1生する植物ではないが、柏裁の

歴史は 11jく、 1600年代にはすでに柏えられていたとの

記録が残っている。ハイビスカスは，アオイ科フヨウ属

Hibiscus低木の総称で、 一般に基本種であるブッソウゲ

Hibiscus rosa-sinensisを指すことが多いが、変異に日み、

3000 以ヒの閏芸品種や斜I~植が知られている 。 沖縄で占

くから植栽されているものも、このブッソウゲで民家や

知|の生厄に使われている。戦後、れ11制ではブッソワゲに

比べ、より豪華で色彩盟かな花を咲かせる園芸品種をハ

ワイから導入した。接ぎ本により増やし、最近では、南

同ムードを11¥す効梨もあることから、街路樹として行地

で植栽されている。

ところが、数年前から il ll *IU県下で、街路樹をI-j~心とす

るハイビスカスに異変が現れ始めている(写真 2)。花や

葉のつきが必くなり、最終的には枯れてしまう。街路樹

には困芸品種が使われており、ブッソウゲに比べ樹白体

が弱く、塩害や乾燥で'SjSjり、その後シロアリが入って枯

らすというのが一般的な認識のようである。

昨年、琉球大学熱帯生物問研究センター西表実験所の

スタッフからハイビスカス岡場に多数のゾウムシが発生し、

圃場が懐滅的状況になったとの話を伺った。ハスオピコ

ブゾウムシDesmidophoruscrassus Hubenthalという極で、

体長は 9~ 15mmとゾウムシの仲間にしては比較的大形

のものである(写真3)。成虫が若枝をかじり、その先の

蓄や新葉を枯らす(与真 4)。成虫による被害だけであれ

ば、生育H王雌なハイビスカスが枯れるこ

とはないが、成虫が茎に孔をあけて産卵

し、ふ化した幼虫は土 li~ に潜り根を加害

する(写真5、6)。花芽のつきが悪い株

を掘り起こしてみると、根がほとんどな

くなるまで食害が進行している。ハイビ

スカスの異変は、園芸品種が弱いことに

加え、本種による加害が大きく影響して

いると考えられる。

このゾウムシは、ド11制本島から台湾ま

で分布し、台湾ではオオハマボウ Hibis-

cus riliaceusを加害することが知られてい

る。沖縄でも、オオハマボウやサキシマ

フヨウ H.mαkinoiといったフヨワ属植物

から得られるが、それほど多い種ではな

く、これまでハイビスカスの害虫として

も認識されていなかった。しかし、本種

の分布する沖縄の各島(沖縄本島、宮古
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写真1.ハイビスカス(西表島船浦)

島、イi垣品、丙表向)を調査したところ、街路樹にハイ

ビスカスが柏栽されていればどこにでも見られるほど、

本種は些延し、被:与は子怨以上に進行していた。このま

まの状態が続けば、数年後にはiql制の街路樹からハイビ

スカスがなくなるほどの勢いといっても過言ではない !

れ11制では占くからブッソウゲが柏殺されていたにもか

かわらず、このゾウムシによる加害は報告されてない。

被害が岡芸品種に集rl-Iしていることから判断し、近年、

その柏栽の広がりとともにゾウムシが用えた可能性が高い。

ゾウムシはもともとれ11制に生息していた極で、これまで害

虫化することなく、在来の植物を利用しH立たず暮らして

いた。ところが、人が戦後導入した問主品種のハイビスカ

スが食べやすかったのか、沖縄作地での植栽の広がりとと

もに、それに乗り移り堕延した。今後、ハイビスカスを守

ろうとすれば、早急な対策を検討する必要がある。しかし、

もとはNI制になく、南|玉|ムードを高めるため導入した柏物で、

一方には、 虫を徹底駆除してまでハイビスカスを保護する

必要があるのかとの意見もあろう。

写真2.葉や花のつきが悪いハイビスカス(沖縄自動車道伊芸SA)



観光ブームのあおりを受け、街路樹に外国産ヤシが植

栽され、国内にいなかった害虫がまぎれて侵入し、防除

に予を:/;Jh、ている。今回の場合、虫はもとからいたもの

で状削は少し異なるが、本来の臼然にないものを持ち込

写真3 ハスオビコブゾウムシ成虫(イボゾウムシ科)

写真5 幼虫スケール:5mm

んだ人の行為が関わっていることは共通する。生態系の

バランスを崩しやすい外来極の導入には、もっと慎重を

則すべきである。

(総合研究博物館開示研究系 昆虫学)

写真4 若枝をかじる成虫溝状の食痕を残す(宮古島福山)

写真6.幼虫による食害を受けた恨(西表島白浜)

『じゅずだま」の糸穴の秘密 福原美恵子

ジュズダマ (Coix

lacryma-jobi L.)とし、

う植物をご存じでしょ

うか?トウモロコシに

似た姿の水辺に生える

イネ科の植物で、穀物

として栽培されるハト

ムギの原種であり、薬

草としても利用されま

写真1:.1コズダマ(福岡県宗像市釣JII2005年12月) す。福岡県では、 川辺
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や片ニl水路などでよく見かけます(写真 1)。

ジュズダマは秋にさまざまな色や模様の「じゅずだまj

を付けます(写真2)。この「じゅずだまj は東南アジア

を中心に、首飾り、衣服や頭飾りに縫い止めるビーズと

して、また、文字通り数珠の材料として、利用されてい

ます。ところで、この「じゅずだまJのツヤツヤした部

分は、ジュズダマの果実ではなく、茎を包み込む直葉が

堅く変化したもので「直葉鞘Jと呼ばれています。「じゅ

ずだまJを半分に割ってみると、花序の基部についた本

当の果実(と 2つの退化して花をつけなくなった小穂)



写真2 いろいろな色と模様の[じゅずだまJ

とur.g花の軸の部分が、ぐるりと也葉鞘に包み込みこまれ
ている構造がわかります(写真 3-1)。果実は誼葉鞘の内

で成熟し(写真3-2)、直葉鞘ごと!脱落します。

この熟した「じゅずだまJのてっぺんの芯(退化した

小聴と加花のllqllが枯れたもの)は簡単に引き抜くことが

でき、ビーズのような穴があきます。素材がすぐ使える

状態にあることは、創作意欲を刺激します。ジュズダマ

が重宝され、河11で栽培までされている理1'1は、この天然、

の糸穴にもありそうです。

今年の冬は、あなたもジュズ夕、マで遊んでみませんかっ

(写真4) 総合研究博物館 研究支援推進員)

参考文献

「植物のビーズおしゃれ!ジュス、夕、マj鹿児島大学総合研究博物館二ユ

スレターNo.11 (2005) (http://www.museum.kagoshima-

u.ac.jplの出版物のページからPDFファイルとしてダウンロードでき

ます。ジュス、夕、マの魅力のとりこになること間違いなし。)

堀田満ら(編)(1989) r世界有用植物事典j平凡社、東京

弥生時代の実年代(3)

この連載の(1) (2)ではAMS法の方法と試料を紹

介した。今回は趣向を変えて歴博年代諭に対する考古学

者の対応を一瞥しよう。

日本の考古学者の多くは(私自身も)、アメリカやイギ

リスの先史学者と異なり、もっぱら「文科系」の教育を

受けてきたので概して自然科学に弱い。それもあって、

自然科学的方法で出された結果なら、無批判に「正しい

筈だから信じてしまおうJとする傾向無きにしも非ず。

勝ち馬に乗ろうと言うわけでもなかろうが、歴博年代論
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写真3.1.ジュス、ダマの断面、矢印の部分に穴があいている。
2ハトムギにそっくりな本当の果実。スケール 5mm 

写真4.ジュス、夕、マとガラスビーズでトンボ玉風に

三省-氷山石

が発表されると、それを支持する考古学者の諭考が一斉

に各種現れた。

支持するとは言っても、歴博年代は従来の年代観より

500年も遡るから、考古学的資料からそれなりの根拠で

築かれてきた従来の年代観を簡単にご破算にはできない。

弥生時代の実年代を考古学的に把握するには、土器編年

で日本列島と朝鮮半島、朝鮮半島と遼寧地域(中国東北部)、

遼寧地域と中原(中国中心部)をつないだ上で、朝鮮半

島や列島に到達した製作年代が判明する中原製造物を拠
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り所とするのが手堅い方法である。もちろん土器編年は

クロスデイテイングできていることが好ましいが、必ず

しも時期や地域によって可能とは限らず、加えて、実年

代の判明する造物の移動は'1'原→遼寧→朝鮮半島→列島

への一方通行であるから、青銅武器や鏡などが、ある土

器様式の上限年代を示すにしても、それをただちに年代

の定点とはできない難点がある。

そうした困難はあるものの、弥生時代中期後半以降の

場介、 '1'J京の帝国(前漢・新・後漢)から輸入されて聾
棺幕に訓葬された各種の鏡の製作年代が細かく判っており、

鋭を出土した聾棺型式の年代の上限は決まるから、それ

を越えて年代を古くすることはまったく不可能だ。そこで、

'1'期前半以前、とくに弥生早期 ・前期の年代を間延びさ
せて引き上げるしかない。

では、従来は ']1J;生早期~ 'I'則前半の年代をどのように

して決めてきたのか。この時期と、朝鮮半島・遼寧地域

の諸文化との年代的併行関係はある程度わかっているし、

朝鮮半島 ・遼寧地域製の青銅器が列島に輸入されてもい

るから、それらの年代がわかれば良いのだが、漢代の鏡

とは異なって製作年代が絞り込まれていないものが多い

から、すぐには使えない。そこで、中期後半以降につい

て推定可能な土器 l型式の年代幅を、 '1-'則前半以前につ

いても同様と仮定して、早期~ ，干I則前半の |二器型式の数

に掛け合わせて求めてきた。遼寧地域 ・朝鮮半島の青銅

器文化の年代観も、こうして得られた弥生早期~中期前

半の年代観と矛盾しないように推定してきたのが学史の

実際であったから、再検討の余地があったのは確かで、ある。

そこで、歴博年代諭を支持する'1'同考古学者は、遼寧
地域・朝鮮半島の青銅器文化の年代観を、弥生早期-前

期の既成の年代観と切り離すべく再検討を始めた。遼等

地域の西半分に入っている'1'問中原製青銅器が僅かなが
らも増えてきたので、それらを同いて遼寧青銅器文化の

年代を改訂し、朝鮮半島で遼寧青銅掃を模して作られた

石器 ・青銅器の年代をも改訂しようというのである。彼

らによる新しい遼寧地域・朝鮮半島青銅器文化年代諭は、

歴博年代諭をオーソドックスな考古学的方法によって裏

付けようとしている点で重要であり、その|吟味は歴博年

代論を支持するしないに|具|わらず避けて通れない。私は

中国考古学の専攻者ではないのだが、中国考古学者が展

開する論理を把握することはできるので、批判的に検討

を試みることにした。(以下次号)

(総合研究博物館一次資料研究系 考古学)

J!棺と前漢鏡・福岡県飯塚市立岩遺跡 10号聾棺出土

主主棺は中期末で高さ 117cm。
前j莫鏡は前1世紀前半~中頃で、左上は直径 18.0cm。
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骨格標本室の公開開女
博物館ニュースNO.6で制介しましたが、 2005年度に、

それまで比較社会文化研究院(六本松地区)が所蔵し医

学部に保管されていた貴重な骨桁楳本が、箱11崎キャンノ

ス|卜l女11能機械工場建物2階に移転されました。その収蔵

展示施設の整備が進んだため、 2006年5月の九州大学

問学記念LI行事の一環として、「骨m機本軍j の一般公聞
を行い、あわせて 『九州大学教育・研究の最前線 p&  

P研究成栄一般公開 』展、 rJL州大学所蔵自然史標本 ・

資料の写真展』を行いました。WJ問は2006年5月91=1

~6 j=J 9U 、 1 2 ・ 00 ~ 17・00(5 )~J 11 口~ 14日のみ

10・00~ 17:00)でした。

0骨格標本室の記者発表・内覧会・一般公開

竹絡標本室には、占人付資料約3000体、動物骨絡楳

本約200体があり、質・量ともに卜|本省数のコレクショ

ンです。そのうち動物骨格の大、1':と古人骨約 70体を二

つの展示室に展示しました。一般公開に先立ち、 5月8

Hの 14:30から記者発表、 15:30から内覧会を行い、ど

ちらも、比較社会文化研究院の日 1'1'良之教授に、資料の

来歴や学術的価値、移転の経緯についての解説をお願い

しました。|村覧会には、移転以前に整理や研究を推進さ

れた先生方、今回の移転や建物の整備に尽力下さった方々

をお招きし、興味深いお話を伺うことができました。ま

た新聞各紙に掲載された効果もあり、 一般公開の期間中は、

1075名の方にご覧頂きました。

ow九州大学教育・研究の愚柵線--P&P研究成果一般
公開ー』展

本展示は、九州大学教育研究プログラム ・研究拠点形

成プロジェクトに採択され、すでに成果を上げて終了し

た諜題の中から、 21課題の成果を紹介しました。今回初

めての公開となる 14課題に加えて、昨年度に第4阿

P&P展で紹介した7課題もまとめて展示し、九州大学で

Il々 行われている教育と研究のまさに最新 ・最先端の一

端を学内外に広く紹介しました。

ow九州大学所蔵自然史標本・資料の写真展』
九州大学の創設以米、教育・研究をつうじて収集され

た多11皮の分野にわたる標本 ・資料は750万点を超えてお

り、その質と量において、困内一級の自然史博物館と肩

を並べるものとなっています。これらの標本はこれまで

に九州大学で行われてきた研究結果を保証する物的証拠

であるとともに、今後の新たな研究を展開するための材

料でもありますが、そのほとんどが個々の研究室に保管

され、各専門分野の研究符以外には存在すら知られてい

ないものが大半です。そこで本展示では、九州大学が所

蔵する自然史系標本・資料を選りすぐって、写真で紹介

しました。膨大な資料のごく一部ですが、あらためて九

州大学所蔵資料の価値を学内外で見直して頂く契機とな

りました。

(岩永省三 総合研究博物館)

永井昌文1専士によるゴホウラ貝輪製作実験資料(骨格標本室で展示中)
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空と海ののりもの展(第7回 総合研究博物館公開展示)

期間/平成18年7月21 日~8月30日(九大担当:海ののりもの展 8月9日~8月30日)
会場/福岡市立少年科学文化会館 1 F 学習室

第11円|の稲岡市立少年科学文化会館との合同企画以と

して「宅と海ののりもの展」を H~Hffしました 。 九州大学.j:1[ と14 の

「海ののりものJ展では、工学部の海洋システム工学部門に

おける研究成果が分かりやすく展示・公開されました。大型

水槽を使った実験や、「ぽんぽん船Jの工作もできました。則

!日Jljlの来;場者は約9000人、

そのうちの6割は小学校低

学年であり、盛況のうちに

終了しました。

(';~ II均出則総合研究博物館)

九州大学総合研究博物館常設展示

会場/九州大学箱崎キャンパス 50周年記念講堂 2F 

テーマ/1800年ころのニッポンーシーボルトがとうえた日本の社会と自然一

シーボjレ卜は、文政6年 (]823)、長111奇の11¥島にあった

オランダ商館の俣者として来11し、!時沌塾で高野長英ら

数十名のI"JF生に医学 ・博物学などを教えました。彼は、

11本とその周辺地域の調査・研究を行い、帰問後に rLi4:J 
m本作l物誌j r 日本動物誌』 を l~lÿ ll\版します。

九州大学付属図書館医学分館には、大正 15年に医学

部法医学教室が3000円で11前人した rn本』が所蔵され
ています。これは未製本の初版本であり、 11'1版当時の様

子をそのままに伝えている、世界的にも少ない貴重な資

料です。

今川は 『円本』初版本(複製)とともに、昭和初期にn
本で復刻された旧本植物誌Jr卜|本動物誌』、そして Iシー

次回講演会のご案内
平成 18年度九州大学総合研究博物館公開講演会

ボルト事件Jで江戸幕府が収り上げた日本図を展示して

います。 (宵11崎克l!IJ総合研究博物館)

『よみがえる標本一骨・動物・ヒトーj 2006年10月21日(土川3:00から
九州大学箱崎キャンパス 50周年記念講堂4階大会議室
13 : 15 r小型晴乳類と標本J 毛利孝之先生(九州大学農学研究院生物資源開発管理学部門 動物昆虫学分野)

14: 15 r遺体科学の挑戦j 遠藤秀紀先生(京都大学霊長類研究所進化系統研究部門 形態進化分野)

15: 30 r人骨から見える古代社会」田中良之先生(九州大学比較社会文化研究院環境変動部門 基層構造分野)

同時開催

「骨格標本一般公開J2006年10月21日(土)1 O:OO~ 17:30 
九州大学箱崎キャンパス 総合研究博物館骨格標本室(旧知能機械工場2階)

お問い合せ :九州大学総合研究博物館事務室 (TEL/FAX092-642-4252) 
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活動状況(展示・講演会関係)

公開展示・特別展示
平成18年5月9日-6月9日
「九州大学教育・研究の以前線ー第51"IP&P研究成果一般公開J-J )t!.l 
を、九州大学利11崎キャンパス川知fiE機械[湯池物で開催しました。
IIIJ 1I .'ilJ~J llliで、付桁標本宅の一般公IJrJ、ならびに九州大学所蔵]"1然
史似本・資料の'午見)1追を行いました。

平成18年ア月21日-8月30日
公IJr]J.民心rQ;1戸と海ののりもの)1むを稲|品J"1立少{I:科学文化会館で1m

Oliしました。今凶は，稲岡市立少年科学文化会館との初の合!日l企1IIIj
)lllとして行いました。

園盟盟盟国

講演会
平成18年3月5日
九大・糸J;h会主催 第10lnl地域資源11f発川地可山山シンポジウム

r )Mbt に学び、魅力と米米を語ろうj を ，~L判rr総合保健福祉センター

「ふれあLリにてIJH催しました。午前1]1のIIJ山山台1LIの後、丸山多作成

九州大学手7ff教授をコーディネーターとするパネルディスカッショ
ンが行われました。112名の参加|行が熱心に質問し、閉会の|侍1mが

{'i 1ニ延長される位焔況でした。

サテライト展示
・福岡空港 第1ターミナル2階待合室

平成18年6月8日~
倭人伝の迫と北部九州のIli代文化(1)

平成18年10月中旬~
倭人伝の道と北部九州の山代文化(2)

-前原市伊都文化会館

平成18年4月16日-9月2日
r)L州の地下資源(地熱3)J 

平成18年9月3日~
叩|と海の生命展(川の生命 1)J 

.志摩町総合保健福祉センター「ふれあしリ

平成18年4月16日-7月9日
「福岡県で絶滅に瀕している貝たちJ

平成18年7月10日-9月2日
「稲岡県で絶滅に瀕している魚たち」

平成18年9月3日~
叩|と海の生命展(マリンパイオ 1) J 

-二丈町健康ふれあい施設「二丈温泉きららの湯J
平成18年4月16日~ア月9日
「福岡県で絶滅に瀕している魚たちj

平成18年7月10日-9月2日
「稲岡県で絶滅に瀕している!lたちJ

平成18年9月3日~
「川と海の生命展(とる・つくる・そだてるI)J

活動状況(その他)

平成18年3月31日
村n達 |二館長、都築健二守I"J職員が定年退職されました。
外部評価報告』!?を発行しました。

箱11崎キャンパス旧知l能機械工場建物の改修工事が終了し、博物館

の新たな収戯・展示スペースができました。

平成18年4月1日

平成18年6月22日-23日
北海道大学で第9回国立大学問物館等協議会が開催され、 X~ 洪

館長と総|喫明彦扇IJ館長、木下|姥1111，1i-l'rJij議員が参加しました。今1"，1か

ら、 ~j物科学会も併せて開催されるようになり、各同立大学博物館等

の参加荷が研究発表を行いました。次ド|協議会・博物科学会を九州

大学で開催することが決まりました。

μ 洪館長、ならびに木下|制刊臓日 ・--.，壬E 運営委員会

カSAri任されました。 l 宵 平成18年3月61ミ|、3月9L1(占面)、3月161=1(書面)、4月2711、
5J115FI(書面)、5月29L1(il} 1酎) 、 9J二~ 13 LI (書面)

平成18年5月日日
付桁桜本室(旧知能機械工場)I非l所式を

開似しました。 木下隆司専門職員
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